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    視察期間：令和８年２月３日（火）～２月５日（木） 

 

   Ⅰ 視察日：２月３日（火） 

     視察地：岡山県奈義町 

     内 容：「少子化対策・子育て支援」について 

 

   Ⅱ 視察日：２月４日（水） 

     視察地：岡山県津山市 

     内 容：「つやま産業支援センター」について 

  

   Ⅲ 視察日：２月４日（水） 

     視察地：兵庫県姫路市 

     内 容：「姫路市ウォーカブル推進計画」について 

          

Ⅳ 視察日：２月５日（木） 

     視察地：愛知県豊明市 

     内 容：「公共交通・チョイソコとよあけ」について 

 

 

    参加議員： 中村 芳隆  平山 武  山形 紀弘  室井 孝幸 
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少子化対策・子育て支援について 

 

視察地 岡山県奈義町 

視察日 令和８年２月３日 

報告者 中村 芳隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市議会会派において、岡山県奈義町

を訪問し、少子化対策および子育て支援施

策について視察を行った。 

奈義町は「子育て応援宣言」を掲げ、行

政だけでなく住民全体で子どもを育てる地

域づくりを推進している自治体であり、全国

的にも出生率の回復に成果を上げている

町である。 

奈義町の施策の大きな特徴は、「子育て

＝若い世代だけの問題」と捉えず、高齢者

を含めた地域全体で支える仕組みを構築

している点にある。高齢者が地域活動や子

育て支援に積極的に関わることで、世代間

交流が自然に生まれ、子どもたちは多様な

大人に見守られながら成長している。 

高齢者にとっても、生きがいや役割を持

つことが健康維持や社会参加につながり、

「高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり」と

「子育て支援」が一体となっている点が非

常に印象的であった。 

また、「教育できるまち」を掲げ、保育・教

育環境の充実にも力を入れている。 

保育所、学校、地域住民が連携し、子ど

も一人ひとりを丁寧に見守る体制が整備さ

れている。 

単に施設や制度を整えるだけでなく、「こ

の町で子どもを育てたい」と思える安心感

を提供することが、移住・定住の促進にも

つながっている。 

奈義町では、子育て支援策が結果として

「人が人を呼ぶ街づくり」を生み出してい

る。 

子育てしやすい環境が口コミや実体験を

通じて広がり、若い世代の転入や定住につ

ながっている点は注目すべきである。 

ハード整備中心の施策ではなく、人と人

との関係性を大切にした地域づくりが、持

続可能な人口対策として機能している。 

さらに重要なのは、「住民として子育てを

考える」という意識が町全体に根付いてい
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ることである。行政主導ではなく、住民自ら

が子育てを地域課題として捉え、支え合う

文化が形成されている。 

子育て世帯が孤立せず、困ったときに相

談できる環境があることは、安心して子ども

を産み育てられる大きな要因となってい

る。 

今回の視察を通じて、少子化対策は金

銭的支援や施設整備だけではなく、「地域

のあり方」そのものを見直す必要があるこ

とを強く感じた。 

高齢者の活躍の場を広げ、教育環境を

充実させ、人と人とのつながりを育むことで、

自然と子育て世帯が集まる好循環が生ま

れる。 

本市においても、奈義町の取組を参考に、

子育て支援を単独施策として捉えるのでは

なく、高齢者施策、地域づくり、教育施策と

一体的に進める視点が重要である。 

住民一人ひとりが、「地域で子どもを育て

る」という意識を持てる仕組みづくりこそが、

将来にわたる人口減少対策の鍵となる。 

奈義町の事例は、規模の大小に関わら

ず、多くの自治体に共通する示唆を与える

ものであり、本市における今後の少子化対

策・子育て支援施策の検討に大いに参考と

なる視察であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
奈義チャイルドホームにて 
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 つやま産業支援センターについて 

 

視察地 岡山県津山市 

視察日 令和８年２月４日 

報告者 山形 紀弘 

 

会派による行政視察として、岡山県津山

市に設置されている「つやま産業支援セン

ター」を訪問し、地域産業の振興及び中小

企業支援の取組について調査を行った。 

つやま産業支援センターは、市内事業者

の経営支援、創業支援、人材育成、販路開

拓支援を一体的に推進する拠点として整

備されており、「相談」「伴走」「連携」を柱と

した総合的な支援体制が特徴である。 

特に、専門知識を有する相談員を常駐さ

せ、経営改善、事業承継、資金調達、補助

金申請など多様な相談に対してワンストッ

プで対応できる体制を構築している点は、

利用者にとって大きな利便性を有してい

る。 

また、行政単独の取組にとどまらず、地

元金融機関、商工会議所、大学、民間企業

との連携を重視し、実践的かつ継続的な支

援を実施している。これにより、事業者の課

題解決に向けた具体的な行動につなげて

いる点は高く評価できる。 

創業希望者に対しては、セミナーや個別

相談、起業塾など段階的な支援を行い、若

者や移住者の起業促進にも成果を上げて

いる。 

さらに、地場産業の活性化に向けた新商

品開発支援やブランド化の取組も積極的に

進められている。地域資源を活用した商品

づくりやデザイン支援、販路開拓に関する

助言を通じて、付加価値の高い産業の育

成と雇用創出に寄与している。 

単なる補助金交付に依存しない、自立的

な経営力強化を目指す姿勢が印象的であ

った。 

今回の視察を通じ、産業支援において

は「施設整備」だけでなく、「人材配置」と

「継続的な伴走支援」が極めて重要である

ことを強く認識した。相談体制の充実に加

え、事業者に寄り添いながら長期的視点で

支援を継続する仕組みが、成果につながっ

ていると考えられる。 

本市においても、人口減少や事業者の

高齢化、後継者不足といった課題が深刻

化しており、地域経済の活力維持が大きな

行政課題となっている。 

津山市の取組は、こうした課題に対する

有効なモデルであり、本市における産業支

援体制の在り方を検討する上で多くの示唆

を与えるものであった。 

特に、専門人材の配置、関係機関との

連携強化、創業支援機能の拡充は、今後

重点的に検討すべき事項である。 

本視察で得られた知見を踏まえ、本市に

おいても産業支援施策の充実を図り、地域

企業の持続的成長と雇用の確保につなげ

ていく必要がある。つやま産業支援センタ

ーの先進的な取組を参考にしながら、本市

の実情に即した支援体制の構築を目指し、

今後の政策提言及び施策立案に活用して

いきたい。 

 

       つやま産業支援センターにて 
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 姫路市ウォーカブル推進計画について 

 

視察地 兵庫県姫路市 

視察日 令和８年２月４日 

報告者 室井 孝幸 

 

本会派は、駅を中心とした都市機能の集

約と交通円滑化、景観形成を目的とした先

進事例を調査するため、姫路市の駅前整

備事業について視察を行った。 

姫路市は世界遺産・姫路城を有する歴

史観光都市であり、JR 姫路駅周辺は観

光・商業・行政機能の拠点として重要な役

割を果たしている。 

今回の視察では、駅前広場の再編、歩

行者動線の確保、バスターミナル機能の集

約、渋滞緩和対策、さらには姫路城を望む

景観軸の形成について説明を受けた。 

特に印象的であったのは、「駅に降り立

った瞬間に姫路城が正面に見える」都市設

計である。 

駅前から城へと一直線に延びる大通り

は、単なる道路機能にとどまらず、姫路の

象徴的な景観軸として整備され、市民や観

光客に強い印象を与えている。この視覚的

効果は、都市のブランド力向上と来訪者の

回遊性向上に大きく寄与していると感じた。 

また、駅前交通の混雑対策として、バス・

タクシー・一般車両・歩行者の動線を明確

に分離し、立体的・面的に整理することで

安全性と円滑性を確保している点も大きな

成果である。 

従来の渋滞が慢性化していた駅前空間

を再構築することで、交通機能とにぎわい

空間を両立させている。 

さらに、駅前広場には市民が滞留できる

オープンスペースが設けられ、イベント開

催や観光案内の拠点としても活用されてい

る。 

単なる通過点ではなく、「人が集い、時間

を過ごす空間」としての駅前づくりが意識さ

れていることが特徴である。 

本市においても、那須塩原駅前は本市

の玄関口であり、市の第一印象を決定づけ

る重要な空間である。しかし現状では、景

観的な魅力の発信、歩行者動線の分かり

やすさ、交通混雑への対応など、なお改善

の余地があると考える。 

姫路市の事例から学ぶべき点は三つあ

る。 

第一に、駅前から象徴的な景観を望める

「眺め」の創出である。本市においても、山

並みや自然景観、観光拠点と連動した視

覚的な軸線を意識した設計を検討すべきで

ある。 

第二に、駅を中心とした機能集約型のま

ちづくりである。公共交通、観光案内、商業、

行政サービスを駅前に集約することで、市

民の利便性と来訪者の回遊性が向上す

る。 

第三に、交通動線の整理による渋滞緩

和である。バス・タクシー・一般車両・歩行

者の役割を明確に分け、安全で快適な駅

前空間を形成する必要がある。 

姫路市の駅前整備は、歴史資源を生か

しながら都市機能と景観を融合させた優れ

たモデルであり、那須塩原駅前の将来像を

考えるうえで極めて示唆に富むものであっ

た。 

今後、本市においても長期的視点に立ち、

駅を核としたまちづくりを戦略的に進めるこ

とが重要である。本会派としては、本視察

の成果を踏まえ、那須塩原駅前の景観形

成、交通結節点機能の強化、渋滞緩和対

策について具体的な政策提言につなげ、

市民が誇りを持てる玄関口づくりを目指し

ていきたい。
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       姫路駅から望む姫路城 
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 公共交通・チョイソコとよあけ 

について 

視察地 愛知県豊明市 

視察日 令和８年２月５日 

報告者 平山 武 

 

今回、会派視察として豊明市を訪問し、

地域公共交通、特に高齢者の移動支援を

目的とした取組について説明を受けた。 

豊明市は愛知県中央部に位置し、名古

屋市に隣接する人口約 7 万人の都市であ

り、市域面積は比較的コンパクトである。こ

のため、行政サービスや交通施策を効率

的に展開しやすい地理的条件を有している

点が大きな特徴である。 

一方で、市内には坂道が多く、住宅地が

高低差のある地形に広がっている。高齢者

にとっては、日常の買い物や通院といった

外出行動そのものが身体的負担となりや

すい環境である。 

また、生活道路は幅員が狭い箇所も多く、

通常の路線バスや大型車両の通行が困難

な地域が点在しており、地域交通の確保が

大きな課題となっている。 

豊明市では、こうした地域特性を踏まえ、

会員登録制による移動支援サービスを導

入している。 

この事業は、民間企業が事業主体となっ

て運営している点が大きな特徴であり、市

が全面的に運行を担うのではなく、民間の

ノウハウや柔軟な経営感覚を生かした仕

組みとなっている。 

利用者を事前登録制とすることで、対象

者の把握が容易となり、利用状況やニーズ

に応じた運行計画の見直しが可能となって

いる。 

さらに注目すべき点として、エリアスポン

サーによる協賛を得る仕組みが導入され

ており、地域企業や店舗が事業を支援する

ことで、運営コストの軽減と採算性の向上

が図られている。広告協賛や地域貢献の

形で民間資金を取り込むことにより、公的

負担を抑えつつ、持続可能な交通サービス

の確保につなげている点は、非常に先進

的であると感じた。 

運行ルートや時間帯を柔軟に設定でき

る点も大きな利点であり、限られた財源の

中で効率的な交通運営を行う上で有効な

仕組みとなっている。 

特に、高齢者にとって自宅近くまで迎え

に来る交通手段が確保されることは、通院

や買い物、地域活動への参加機会の確保

につながり、生活の質の維持・向上に大き

く寄与している。 

一方、本市は、市域面積が非常に広く、

集落や住宅地が分散しているという大きな

特徴を有している。 

豊明市のようなコンパクトな市域とは条

件が大きく異なり、同様の仕組みをそのま

ま導入した場合、運行距離の長期化、待ち

時間の増大、利用者一人当たりの運行コ

ストの増加といった課題が想定される。山

間部や農村部を含む広域なエリアでは、単

一の運行方式で全域をカバーすることは現

実的ではなく、地域特性ごとに異なる対応

が必要である。 

今回の視察を通じ、地域公共交通施策

は、単に他自治体の事例を導入するので

はなく、地形、道路環境、人口分布といった

条件を十分に踏まえた制度設計が不可欠

であることを改めて認識した。 

豊明市の取組は、民間企業を事業主体

とし、エリアスポンサーの協賛を活用するこ

とで、効率性と採算性を両立させた好事例

であり、大いに参考となる。 

今後、那須塩原市においては、既存の

路線バスや地域交通、福祉輸送との連携

に加え、民間事業者の参画や地域企業と

の協働、ICT を活用した運行管理の高度化
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など、複合的な対策を検討する必要があ

る。  

高齢者をはじめとする移動弱者の外出

機会の確保と、持続可能な地域交通体系

の構築に向け、今回の視察で得た知見を

今後の政策検討に生かしていくことが重要

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

・ 
愛知県豊明市役所にて 

 


